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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  フ ィ ル ム が 袋 状 に さ れ て 構 成 さ れ た 包 装 袋 で あ っ て 、
  前 記 フ ィ ル ム は 、 基 材 層 及 び シ ー ル 層 を こ の 順 に 備 え る 包 装 用 フ ィ ル ム で あ っ て 、
  前 記 シ ー ル 層 は 、 内 容 物 に 接 触 す る 接 触 層 を 有 し 、
  前 記 接 触 層 は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 と 、 帯 電 防 止 剤 と 、 潤 滑 剤 を 含 み 、
  前 記 包 装 袋 内 に は フ ラ ワ ー ペ ー ス ト が 充 填 さ れ て お り 、
  前 記 帯 電 防 止 剤 は 、 グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル と ポ リ グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル を 含 み 、
  前 記 潤 滑 剤 は 、 オ レ イ ン 酸 ア ミ ド と エ ル カ 酸 ア ミ ド を 含 み 、
  前 記 接 触 層 の 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 は 、 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン と ポ リ ブ テ ン を 含 み 、
　 前 記 シ ー ル 層 は 、 前 記 接 触 層 及 び ポ リ エ チ レ ン 層 を 備 え る 、 包 装 袋 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 包 装 用 フ ィ ル ム 及 び 包 装 袋 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 マ ヨ ネ ー ズ 、 フ ラ ワ ー ペ ー ス ト 、 ク リ ー ム 、 ジ ャ ム 等 の 粘 稠 性 の 食 品  
等 （ 以 下 「 粘 稠 体 」 と い う 。 ） を 収 容 可 能 な 包 装 袋 が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】

請求項の数　1　（全8頁）
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【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ３ － ９ ５ ４ ８ ２ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ の 包 装 袋 は 、 フ ィ ル ム を 袋 状 に す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。 内 容 物 が フ ラ  
ワ ー ペ ー ス ト で あ る 場 合 、 包 装 袋 を 開 封 し て 、 フ ラ ワ ー ペ ー ス ト が 平 坦 な フ ィ ル ム 上 に 載  
置 さ れ て い る 状 態 と し 、 こ の 状 態 か ら フ ィ ル ム を 反 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 フ ラ ワ ー ペ ー  
ス ト を 混 練 装 置 の 投 入 口 等 に 落 下 さ せ る こ と に よ っ て 、 フ ラ ワ ー ペ ー ス ト が 包 装 袋 か ら 取  
り 出 さ れ る 。 混 練 装 置 で は 、 フ ラ ワ ー ペ ー ス ト が パ ン 生 地 等 と 共 に 混 練 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 フ ラ ワ ー ペ ー ス ト は 、 全 量 が フ ィ ル ム か ら 離 れ る こ と が 要 求 さ れ て お り 、 フ ラ ワ ー ペ ー  
ス ト は フ ィ ル ム に 付 着 し や す い 性 質 を 有 し て お り 、 フ ラ ワ ー ペ ー ス ト の 身 離 れ 性 （ フ ィ ル  
ム か ら の 離 れ や す さ の 度 合 い ） を 向 上 さ せ る こ と が 容 易 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 フ ラ ワ ー ペ ー ス ト の 身 離 れ 性 を  
向 上 さ せ る こ と が 可 能 な 包 装 用 フ ィ ル ム を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 基 材 層 及 び シ ー ル 層 を こ の 順 に 備 え る 包 装 用 フ ィ ル ム で あ っ て 、 前 記  
シ ー ル 層 は 、 内 容 物 に 接 触 す る 接 触 層 を 有 し 、 前 記 接 触 層 は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 と 、 帯 電 防 止  
剤 と 、 潤 滑 剤 を 含 む 、 包 装 用 フ ィ ル ム が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 者 は 鋭 意 検 討 を 行 っ た と こ ろ 、 上 記 構 成 を 有 す る 包 装 用 フ ィ ル ム に お い て 、 帯 電  
防 止 剤 と 潤 滑 剤 を 接 触 層 に 併 存 さ せ る こ と に よ っ て フ ラ ワ ー ペ ー ス ト の 身 離 れ 性 を 向 上 さ  
せ る こ と が で き る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 の 完 成 に 到 っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 フ ラ ワ ー ペ ー ス ト と は 、 小 麦 粉 、 澱 粉 、 ナ ッ ツ 類 も し く は そ の 加 工 品 、 コ コ ア 、  
チ ョ コ レ ー ト 、 コ ー ヒ ー 、 果 肉 ま た は 果 汁 、 い も 類 、 豆 類 ま た は 野 菜 類 を 主 原 料 と し 、 こ  
れ に 砂 糖 、 油 脂 、 粉 乳 、 卵 、 小 麦 粉 な ど を 加 え 加 熱 殺 菌 処 理 を し て ペ ー ス ト 状 に し 、 パ ン  
ま た は 菓 子 に 充 填 ま た は 塗 布 し て 食 用 に 供 す る も の を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 種 々 の 実 施 形 態 を 例 示 す る 。 以 下 に 示 す 実 施 形 態 は 互 い に 組 み 合 わ せ 可  
能 で あ る 。
　 好 ま し く は 、 前 記 記 載 の 包 装 用 フ ィ ル ム で あ っ て 、 前 記 帯 電 防 止 剤 は 、 グ リ セ リ ン 脂 肪  
酸 エ ス テ ル と ポ リ グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル を 含 み 、 前 記 潤 滑 剤 は 、 脂 肪 酸 ア ミ ド を 含 む  
、 包 装 用 フ ィ ル ム で あ る 。
　 好 ま し く は 、 前 記 記 載 の 包 装 用 フ ィ ル ム で あ っ て 、 前 記 接 触 層 の 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 は 、  
低 密 度 ポ リ エ チ レ ン と ポ リ ブ テ ン を 含 む 、 包 装 用 フ ィ ル ム で あ る 。
　 好 ま し く は 、 前 記 記 載 の 包 装 用 フ ィ ル ム で あ っ て 、 前 記 シ ー ル 層 は 、 前 記 接 触 層 及 び ポ  
リ エ チ レ ン 層 を 備 え る 、 包 装 用 フ ィ ル ム で あ る 。
　 好 ま し く は 、 フ ィ ル ム が 袋 状 に さ れ て 構 成 さ れ た 包 装 袋 で あ っ て 、 前 記 フ ィ ル ム は 、 前  
記 記 載 の 包 装 用 フ ィ ル ム で あ る 、 包 装 袋 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 包 装 用 フ ィ ル ム １ の 層 構 成 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ Ａ は 、 包 装 袋 １ １ の 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ Ｂ は 、 縦 シ ー ル 部 １ ２ 近 傍 の 断 面 図  
で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 以 下 に 示 す 実 施 形 態 中 で 示 し た 各 種 特 徴 事  
項 は 、 互 い に 組 み 合 わ せ 可 能 で あ る 。 ま た 、 各 特 徴 事 項 に つ い て 独 立 し て 発 明 が 成 立 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
１ ． 包 装 用 フ ィ ル ム １
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 包 装 用 フ ィ ル ム １ は 、 基 材 層 ２ 及 び シ ー ル 層  
３ を こ の 順 に 備 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 基 材 層 ２ は 、 無 延 伸 ポ リ ア ミ ド 、 延 伸 ポ リ ア ミ ド 、 エ チ レ ン － α オ レ フ ィ ン 共 重 合 体 、  
ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン 、 線 状 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン 、 ナ イ ロ ン な ど の 樹 脂 で  
構 成 す る 。 基 材 層 ２ は 、 １ ０ ～ ３ ０ μ ｍ の 厚 さ で 構 成 す る こ と が 好 ま し く 、 １ ５ ～ ２ ５ μ  
ｍ の 厚 さ で 構 成 す る こ と が 更 に 好 ま し い 。 基 材 層 ２ は 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ リ デ ン な ど で 構 成 さ  
れ た バ リ ア 層 で コ ー テ ィ ン グ さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 シ ー ル 層 ３ は 、 ヒ ー ト シ ー ル 性 の 有 す る 層 で あ り 、 熱 可 塑 性 樹 脂 で 構 成 さ れ る 。 熱 可 塑  
性 樹 脂 と し て は 、 ヒ ー ト シ ー ル 性 の 良 好 な 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 公 知 の 低 密 度 ポ リ エ チ  
レ ン 、 線 状 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン 、 中 密 度 ポ リ エ チ レ ン 、 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン 、 プ ロ ピ レ ン  
－ エ チ レ ン 共 重 合 体 、 そ の 他 エ チ レ ン 系 不 飽 和 カ ル ボ ン 酸 乃 至 そ の 無 水 物 で グ ラ フ ト 変 性  
さ れ た オ レ フ ィ ン 樹 脂 等 の オ レ フ ィ ン 系 樹 脂 、 比 較 的 低 融 点 乃 至 低 軟 化 点 の ポ リ ア ミ ド 系  
樹 脂 、 ポ リ エ ス テ ル 系 樹 脂 、 エ チ レ ン － 酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 体 樹 脂 等 が 挙 げ ら れ る 。 シ ー ル  
層 ３ は 、 ３ ０ ～ ６ ０ μ ｍ の 厚 さ で 構 成 す る こ と が 好 ま し く 、 ４ ０ ～ ５ ０ μ ｍ の 厚 さ で 構 成  
す る こ と が 更 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 シ ー ル 層 ３ は 、 内 容 物 に 接 触 す る 接 触 層 ３ ａ を 有 す る 。 接 触 層 ３ ａ は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 と  
、 帯 電 防 止 剤 と 、 潤 滑 剤 を 含 む 。 帯 電 防 止 剤 は 、 帯 電 防 止 性 を 付 与 可 能 な 添 加 剤 で あ り 、  
潤 滑 剤 は 、 潤 滑 性 を 付 与 可 能 な 添 加 剤 で あ る 。 後 述 す る 実 施 例 ・ 比 較 例 で 示 す よ う に 、 帯  
電 防 止 剤 と 潤 滑 剤 を 接 触 層 ３ ａ に 併 存 さ せ る こ と に よ っ て フ ラ ワ ー ペ ー ス ト の 身 離 れ 性 が  
大 幅 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 接 触 層 ３ ａ の 熱 可 塑 性 樹 脂 は 、 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン と ポ リ ブ テ ン を 含 む こ と が 好 ま し い  
。 こ の 場 合 、 シ ー ル 層 ３ の イ ー ジ ー ピ ー ル 性 （ シ ー ル 部 分 が 人 力 で 剥 離 さ せ や す さ の 度 合  
い ） が 良 好 に な り や す い か ら で あ る 。 接 触 層 ３ ａ は 、 シ ー ル 強 度 が ３ ～ １ ０ Ｎ ／ １ ５ ｍ ｍ  
と な る よ う に 組 成 を 調 整 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 帯 電 防 止 剤 は 、 グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル と ポ リ グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル を 含 む こ と  
が 好 ま し い 。 帯 電 防 止 剤 の 一 例 は 、 Ｒ Ｉ Ｋ Ｅ Ｍ Ａ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ   Ｅ Ｓ Ｒ － ７ ９ ３ で あ る 。 接 触  
層 ３ ａ を 構 成 す る 樹 脂 組 成 物 の 全 体 を １ ０ ０ 質 量 ％ と す る と 、 帯 電 防 止 剤 の 配 合 割 合 は 、  
５ ～ １ ２ 質 量 ％ が 好 ま し く 、 ６ ～ ９ 質 量 ％ が さ ら に 好 ま し く 、 具 体 的 に は 例 え ば 、 ５ 、 ５  
． ５ 、 ６ 、 ６ ． ５ 、 ７ 、 ７ ． ５ 、 ８ 、 ８ ． ５ 、 ９ 、 ９ ． ５ 、 １ ０ 、 １ ０ ． ５ 、 １ １ 、 １ １  
． ５ 、 １ ２ 質 量 ％ で あ り 、 こ こ で 例 示 し た 数 値 の 何 れ か ２ つ の 間 の 範 囲 内 で あ っ て も よ い  
。 帯 電 防 止 剤 は 、 ４ ． ５ 質 量 ％ 程 度 配 合 す る こ と が 一 般 的 で あ る が 、 本 実 施 形 態 で は 、 帯  
電 防 止 剤 の 配 合 割 合 を 通 常 よ り も 高 く す る こ と に よ っ て 身 離 れ 性 の 向 上 を 顕 著 に し て い る  
。 ま た 、 帯 電 防 止 剤 の 配 合 割 合 が 大 き す ぎ る と 、 フ ィ ル ム 製 袋 時 に 目 詰 ま り を 起 こ す 虞 が  
あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 潤 滑 剤 は 、 脂 肪 酸 ア ミ ド を 含 む こ と が 好 ま し い 。 脂 肪 酸 ア ミ ド は 、 オ レ イ ン 酸 ア ミ ド と  
エ ル カ 酸 ア ミ ド を 含 む こ と が 好 ま し い 。 こ れ ら の 化 合 物 か ら な る 帯 電 防 止 剤 及 び 潤 滑 剤 を  
用 い る こ と に よ っ て 身 離 れ 性 の 向 上 が 顕 著 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 シ ー ル 層 ３ は 、 単 層 又 は 多 層 で 構 成 さ れ る 。 シ ー ル 層 ３ が 単 層 で あ る 場 合 、 シ ー ル 層 ３  
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の 全 体 が 接 触 層 ３ ａ と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 シ ー ル 層 ３ が 多 層 構 成 の 場 合 、 シ ー ル 層 ３ 全 体 の 厚 さ に 対 す る 接 触 層 ３ ａ の 厚 さ の 割 合  
は 、 １ ０ ～ ５ ０ ％ が 好 ま し く 、 ２ ０ ～ ４ ０ ％ が さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 シ ー ル 層 ３ が 多 層 構 成 で あ る 場 合 、 シ ー ル 層 ３ は 、 接 触 層 ３ ａ と ポ リ エ チ レ ン 層 ３ ｂ を  
備 え る こ と が 好 ま し い 。 ポ リ エ チ レ ン 層 ３ ｂ は 、 接 触 層 ３ ａ 側 か ら 順 に Ｌ Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ 層 ３ ｂ  
１ 及 び Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ 層 ３ ｂ ２ を 備 え る こ と が 好 ま し い 。 シ ー ル 層 ３ を 多 層 構 成 に す る こ と に よ  
っ て 、 十 分 な ヒ ー ト シ ー ル 性 を 確 保 し つ つ 、 接 触 層 ３ ａ に よ っ て イ ー ジ ー ピ ー ル 性 及 び 身  
離 れ 性 を 発 揮 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 ポ リ エ チ レ ン 層 ３ ｂ 全 体 の 厚 さ に 対 す る Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ  
層 ３ ｂ ２ の 厚 さ の 割 合 は 、 ２ ０ ～ ８ ０ ％ が 好 ま し く 、 ３ ０ ～ ７ ０ ％ が さ ら に 好 ま し く 、 ４  
０ ～ ６ ０ ％ が さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 シ ー ル 層 ３ を 構 成 す る フ ィ ル ム は 、 イ ン フ レ ー シ ョ ン 成 形 に よ っ て 形 成 す る こ と が 好 ま  
し い 。 イ ン フ レ ー シ ョ ン 成 形 に よ っ て 形 成 さ れ た フ ィ ル ム は 、 偏 肉 や ミ ク ロ 単 位 で の 凹 凸  
が 存 在 し て い る 場 合 が 多 い の で 、 帯 電 防 止 剤 と 潤 滑 剤 を 接 触 層 ３ ａ に 併 存 さ せ て フ ラ ワ ー  
ペ ー ス ト の 身 離 れ 性 を 向 上 さ せ る こ と の 技 術 的 意 義 が 特 に 顕 著 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 フ ィ ル ム １ は 、 基 材 層 ２ を 構 成 す る フ ィ ル ム と 、 シ ー ル 層 ３ を 構 成 す る フ ィ ル ム を ド ラ  
イ ラ ミ ネ ー ト 法 や 押 出 ラ ミ ネ ー ト 法 等 に よ っ て 積 層 す る こ と に よ っ て 製 造 可 能 で あ る 。 基  
材 層 ２ と シ ー ル 層 ３ の 間 に 接 着 層 ４ を 設 け て も よ い 。 接 着 層 は 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 接 着 剤 等  
で 構 成 可 能 で あ る 。 ま た 、 基 材 層 ２ に は 、 シ ー ル 層 ３ 側 の 面 に 印 刷 処 理 を 施 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 フ ィ ル ム １ の 摩 擦 係 数 は 、 ０ ． １ ５ ～ ０ ． ２ ０ で あ る こ と が 好 ま し い 。 フ ラ ワ ー ペ ー ス  
ト の 製 造 工 場 は 高 温 多 湿 で あ る 場 合 が あ り 、 フ ィ ル ム １ の 摩 擦 係 数 が 大 き す ぎ る と フ ィ ル  
ム １ を 機 械 に 通 し た と き に 引 っ か か り が 発 生 す る 場 合 が あ る 。 一 方 、 フ ィ ル ム １ の 摩 擦 係  
数 が 小 さ す ぎ る と 、 包 装 用 フ ィ ル ム １ を 機 械 に 通 し た と き に 空 回 り が 発 生 し て 、 製 造 が ス  
ト ッ プ す る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
２ ． 包 装 袋 １ １
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 包 装 袋 １ １ は 、 フ ィ ル ム １ が 袋 状 に さ れ て 構  
成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 包 装 袋 １ １ は 、 縦 シ ー ル 部 １ ２ と 、 横 シ ー ル 部 １ ３ ， １ ４ を 備 え る 。 縦 シ ー ル 部 １ ２ は  
、 フ ィ ル ム １ を 筒 状 に 湾 曲 さ せ て フ ィ ル ム １ の 両 端 の シ ー ル 層 ３ 同 士 を 重 ね 合 わ せ た 状 態  
で 、 重 ね 合 わ せ た 部 分 １ ５ を 端 縁 部 を 除 い て 帯 状 に ヒ ー ト シ ー ル す る こ と に よ っ て 形 成 す  
る こ と が で き る 。 上 記 端 縁 部 が 、 縦 シ ー ル 部 １ ２ に 隣 接 し た 引 き 剥 が し 部 １ ６ ， １ ７ と な  
る 。 引 き 剥 が し 部 １ ６ ， １ ７ を 把 持 し て 引 っ 張 る こ と に よ っ て 縦 シ ー ル 部 １ ２ を 容 易 に 剥  
離 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 横 シ ー ル 部 １ ３ ， １ ４ は 、 縦 シ ー ル 部 １ ２ を 形 成 後 の 筒 状 の フ ィ ル ム １ に 対 し て 、 縦 シ  
ー ル 部 １ ２ に 直 交 す る 方 向 に お い て 、 対 向 す る シ ー ル 層 ３ 同 士 を 帯 状 に ヒ ー ト シ ー ル す る  
こ と に よ っ て 形 成 す る こ と が で き る 。 横 シ ー ル 部 １ ３ を 形 成 し た 後 に 、 筒 状 の フ ィ ル ム １  
内 に フ ラ ワ ー ペ ー ス ト を 充 填 し 、 そ の 後 、 横 シ ー ル 部 １ ４ を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 フ ラ  
ワ ー ペ ー ス ト を 包 装 袋 １ １ 内 に 封 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 フ ラ ワ ー ペ ー ス ト は 、 縦 シ ー ル 部 １ ２ と 横 シ ー ル 部 １ ３ ， １ ４ を 剥 離 す る こ と に よ っ て  
包 装 袋 １ １ か ら 取 り 出 す こ と が 可 能 で あ る 。 縦 シ ー ル 部 １ ２ と 横 シ ー ル 部 １ ３ ， １ ４ は 、  
人 力 で 剥 離 可 能 で あ る の で 、 ハ サ ミ や カ ッ タ ー を 用 い る こ と な く 、 フ ラ ワ ー ペ ー ス ト の 取  
り 出 し が 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 縦 シ ー ル 部 １ ２ と 横 シ ー ル 部 １ ３ ， １ ４ を 剥 離 す る こ と に よ っ て 包 装 袋 １ １ を 開  
封 す る と 、 フ ラ ワ ー ペ ー ス ト が 平 坦 な フ ィ ル ム １ 上 に 載 置 さ れ て い る 状 態 と な る 。 こ の 状  
態 か ら フ ィ ル ム １ を 反 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 フ ラ ワ ー ペ ー ス ト を 混 練 装 置 の 投 入 口 等 に  
落 下 さ せ る こ と に よ っ て 、 フ ラ ワ ー ペ ー ス ト に 手 を 触 れ る こ と な く 、 フ ラ ワ ー ペ ー ス ト を  
包 装 袋 か ら 取 り 出 す こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 フ ィ ル ム １ に フ ラ ワ ー ペ ー ス ト が 残 存 す る  
こ と が 懸 念 さ れ る が 、 本 実 施 形 態 の フ ィ ル ム １ は 、 帯 電 防 止 剤 と 潤 滑 剤 を 接 触 層 ３ ａ に 併  
存 さ せ る こ と に よ っ て フ ラ ワ ー ペ ー ス ト の 身 離 れ 性 が 向 上 し て い る の で 、 フ ィ ル ム １ 上 に  
フ ラ ワ ー ペ ー ス ト が 残 留 す る こ と が 抑 制 さ れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ １ 】
１ ． 実 施 例 ・ 比 較 例
＜ 実 施 例 １ ＞
　 図 １ に 示 す 層 構 成 の フ ィ ル ム １ を 用 い て 、 図 ２ に 示 す 形 状 の 包 装 袋 １ １ を 作 製 し た 。 縦  
シ ー ル 部 １ ２ 及 び 横 シ ー ル 部 １ ３ に お い て ヒ ー ト シ ー ル を 行 っ た 後 の 筒 状 の フ ィ ル ム １ 内  
に フ ラ ワ ー ペ ー ス ト を 充 填 し 、 そ の 後 、 横 シ ー ル 部 １ ４ に お い て ヒ ー ト シ ー ル を 行 う こ と  
に よ っ て 、 包 装 袋 １ １ 内 に 、 フ ラ ワ ー ペ ー ス ト を 封 入 し た 。 フ ィ ル ム １ の 製 袋 及 び フ ラ ワ  
ー ペ ー ス ト の 充 填 時 の 環 境 は 、 湿 度 ８ ０ ％ 以 上 、 室 温 ４ ０ ℃ 以 上 で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 接 触 層 ３ ａ を 構 成 す る 樹 脂 組 成 物 の 組 成 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
・ Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ ： １ ８ ． ７ ０ 質 量 ％
・ Ｌ Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ ： ４ ８ ． ６ ０ 質 量 ％
・ ポ リ ブ テ ン 含 有 添 加 剤 （ Ｔ Ａ Ｆ Ｍ Ｅ Ｒ   Ｂ Ｌ ３ ４ ５ ０ 、 三 井 化 学 製 ） ： ２ ４ ． ３ ０ 質 量 ％
・ 帯 電 防 止 剤 ： ７ ． ５ 質 量 ％
・ 潤 滑 剤 ： ０ ． ９ 質 量 ％
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 帯 電 防 止 剤 と し て は 、 グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル と ポ リ グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル を 含  
む 帯 電 防 止 剤 で あ る Ｒ Ｉ Ｋ Ｅ Ｍ Ａ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ   Ｅ Ｓ Ｒ － ７ ９ ３ を 用 い た 。 潤 滑 剤 と し て は 、  
脂 肪 酸 ア ミ ド （ オ レ イ ン 酸 ア ミ ド と エ ル カ 酸 ア ミ ド ） を 含 む 潤 滑 剤 を 用 い た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 製 造 か ら ６ 日 経 過 後 に 、 縦 シ ー ル 部 １ ２ と 横 シ ー ル 部 １ ３ ， １ ４ を 剥 離 す る こ と に よ っ  
て 包 装 袋 １ １ を 開 封 し て フ ラ ワ ー ペ ー ス ト が 平 坦 な フ ィ ル ム １ 上 に 載 置 さ れ て い る 状 態 と  
し 、 そ の 状 態 か ら フ ィ ル ム １ を 反 転 さ せ て フ ラ ワ ー ペ ー ス ト を 落 下 さ せ た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 フ ィ ル ム １ 上 に は フ ラ ワ ー ペ ー ス ト が 残 留 し て お ら ず 、 フ ィ ル ム １ か ら の フ ラ ワ ー ペ ー  
ス ト の 身 離 れ 性 が 良 好 で あ る こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
＜ 比 較 例 １ ＞
　 接 触 層 ３ ａ が 帯 電 防 止 剤 を 含 ま な い 点 以 外 は 、 実 施 例 １ と 同 様 の 方 法 で 、 フ ラ ワ ー ペ ー  
ス ト が 封 入 さ れ た 包 装 袋 １ １ を 作 製 し 、 包 装 袋 １ １ を 開 封 し て フ ラ ワ ー ペ ー ス ト を 落 下 さ  
せ た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 包 装 袋 １ １ に は フ ラ ワ ー ペ ー ス ト が 部 分 的 に 残 留 し て お り 、 フ ィ ル ム １ か ら の フ ラ ワ ー  
ペ ー ス ト の 身 離 れ 性 が 不 十 分 で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
＜ 比 較 例 ２ ＞
　 接 触 層 ３ ａ が 潤 滑 剤 を 含 ま な い 点 以 外 は 、 実 施 例 １ と 同 様 の 方 法 で 、 フ ラ ワ ー ペ ー ス ト  
が 封 入 さ れ た 包 装 袋 １ １ を 作 製 し 、 包 装 袋 １ １ を 開 封 し て フ ラ ワ ー ペ ー ス ト を 落 下 さ せ た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 包 装 袋 １ １ に は フ ラ ワ ー ペ ー ス ト が 部 分 的 に 残 留 し て お り 、 フ ィ ル ム １ か ら の フ ラ ワ ー  
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ペ ー ス ト の 身 離 れ 性 が 不 十 分 で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
２ ． 考 察
　 上 記 実 施 例 ・ 比 較 例 で 示 す よ う に 、 接 触 層 ３ ａ に 帯 電 防 止 剤 と 潤 滑 剤 の 両 方 を 添 加 し た  
場 合 に の み 、 フ ィ ル ム １ か ら の フ ラ ワ ー ペ ー ス ト の 身 離 れ 性 が 良 好 に な る こ と が 分 か っ た 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
１       ： 包 装 用 フ ィ ル ム
２       ： 基 材 層
３       ： シ ー ル 層
３ ａ     ： 接 触 層
３ ｂ     ： ポ リ エ チ レ ン 層
３ ｂ １   ： Ｌ Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ 層
３ ｂ ２   ： Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ 層
１ １     ： 包 装 袋
１ ２     ： 縦 シ ー ル 部
１ ３     ： 横 シ ー ル 部
１ ４     ： 横 シ ー ル 部
１ ５     ： 重 ね 合 わ せ た 部 分
１ ６ ， １ ７ ： 引 き 剥 が し 部
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】



10

JP 7332848 B2 2023.8.24(8)

フロントページの続き

(56)参考文献 国際公開第２０１２／１４４５３６（ＷＯ，Ａ１）
特開２００５－３０５８３０（ＪＰ，Ａ）
特開２００５－３２０３５７（ＪＰ，Ａ）
特開２００７－１３７４３８（ＪＰ，Ａ）
特開２０１６－１１７５１５（ＪＰ，Ａ）
特開２０１７－０１３４７９（ＪＰ，Ａ）
国際公開第２０１７／０９０５６７（ＷＯ，Ａ１）
特開２００１－０４８２２９（ＪＰ，Ａ）
特開２０１５－０４４９３５（ＪＰ，Ａ）
米国特許出願公開第２０１５／０１１８４２３（ＵＳ，Ａ１）
特開平１１－３４９６３５（ＪＰ，Ａ）
特開平１１－１９２６８０（ＪＰ，Ａ）
特開２０１９－０１４５１６（ＪＰ，Ａ）
特開２０１３－０１０５４１（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｂ６５Ｄ    ６５／４０
Ｂ６５Ｄ    ３０／００－３３／３８
Ｂ３２Ｂ      １／００－４３／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

